
  
    
      
    
  


  



  口語訳 旧約聖書


  



  哀歌


  



  日本聖書協会　一九五五年版


  



  目次


  



  
    第一章

    第二章

    第三章

    第四章

    第五章
  


  
    第一章


    
      1ああ、むかしは、

      民たみの満みちみちていたこの都みやこ、

      国々くにぐにの民たみのうちで大おおいなる者ものであったこの町まち、

      今いまは寂さびしいさまで座ざし、やもめのようになった。

      もろもろの町まちのうちで女王じょおうであった者もの、

      今いまは奴隷どれいとなった。

      2これは夜よもすがらいたく泣なき悲かなしみ、

      そのほおには涙なみだが流ながれている。

      そのすべての愛あいする者もののうちには、

      これを慰なぐさめる者ものはひとりもなく、

      そのすべての友ともはこれにそむいて、その敵てきとなった。

      3ユダは悩なやみのゆえに、

      また激はげしい苦役くえきのゆえに、のがれて行いって、

      もろもろの国民くにたみのうちに住すんでいるが、安息あんそくを得えず、

      これを追おう者ものがみな追おいついてみると、

      悩なやみのうちにあった。

      4シオンの道みちは祭まつりに上のぼってくる者もののないために悲かなしみ、

      その門もんはことごとく荒あれ、

      その祭司さいしたちは嘆なげき、

      そのおとめたちは引ひかれて行いき、

      シオンはみずからいたく苦くるしむ。

      5そのあだはかしらとなり、その敵てきは栄さかえている。

      そのとがが多おおいので、

      主しゅがこれを悩なやまされたからである。

      その幼おさな子ごたちは捕とらわれて、あだの前まえに行いった。

      6シオンの娘むすめの栄華えいがはことごとく彼女かのじょを離はなれ去さり、

      その君きみたちは牧草ぼくそうを得えない、しかのようになり、

      自分じぶんを追おう者ものの前まえに力ちからなく逃にげ去さった。

      7エルサレムはその悩なやみと苦くるしみの日ひに、

      昔むかしから持もっていたもろもろの宝たからを思おもい出だす。

      その民たみがあだの手てに陥おちいり、

      だれもこれを助たすける者もののない時とき、

      あだはこれを見みて、その滅ほろびをあざ笑わらった。

      8エルサレムは、はなはだしく罪つみを犯おかしたので、

      汚けがれたものとなった。

      これを尊たっとんだ者ものも皆みなその裸はだかを見みたので、

      これを卑いやしめる。

      これもまたみずから嘆なげき、顔かおをそむける。

      9その汚けがれはその衣ころものすそにあり、

      これはその終おわりを思おもわなかった。

      それゆえ、これは驚おどろくばかりに落おちぶれ、

      これを慰なぐさめる者ものはひとりもない。

      「主しゅよ、わが悩なやみを顧かえりみてください、

      敵てきは勝かち誇ほこっていますから」。

      10敵てきは手てを伸のべて、その財宝ざいほうをことごとく奪うばった。

      あなたがさきに異邦人いほうじんらはあなたの公会こうかいに、

      はいってはならないと命めいじられたのに、

      彼かれらがその聖所せいじょにはいるのをシオンは見みた。

      11その民たみはみな嘆なげいて食物しょくもつを求もとめ、

      その命いのちをささえるために、財宝ざいほうを食物しょくもつにかえた。

      「主しゅよ、みそなわして、

      わたしの卑いやしめられるのを顧かえりみてください」。

      12「すべて道行みちゆく人ひとよ、

      あなたがたはなんとも思おもわないのか。

      主しゅがその激はげしい怒いかりの日ひにわたしを悩なやまして、

      わたしにくだされた苦くるしみのような苦くるしみが、

      また世よにあるだろうか、尋たずねて見みよ。

      13主しゅは上うえから火ひを送おくり、

      それをわが骨ほねにくだし、

      網あみを張はってわが足あしを捕とらえ、

      わたしを引ひき返かえさせ、

      ひねもす心こころわびしく、かつ病やみ衰おとろえさせられた。

      14わたしのとがは、つかねられて、

      一つのくびきとせられ、

      主しゅのみ手てにより固かたく締しめられて、

      わたしの首くびにおかれ、

      わたしの力ちからを衰おとろえさせられた。

      主しゅはわたしを、立たちむかい得とくざる者ものの手てに渡わたされた。

      15主しゅはわたしのうちにあるすべての勇士ゆうしを無視むしし、

      聖せい会かいを召集しょうしゅうして、わたしを攻せめ、

      わが若わかき人々ひとびとを打うち滅ほろぼされた。

      主しゅは酒さかぶねを踏ふむように、

      ユダの娘むすめなるおとめを踏ふみつけられた。

      16このために、わたしは泣なき悲かなしみ、

      わたしの目めは涙なみだであふれる。

      わたしを慰なぐさめる者もの、わたしを勇気ゆうきづける者ものが

      わたしから遠とおく離はなれたからである。

      わが子こらは敵てきが勝かったために、

      わびしい者ものとなった」。

      17シオンは手てを伸のばしても、

      これを慰なぐさめる者ものはひとりもない。

      ヤコブについては、主しゅは命めいじて、

      その周囲しゅういの者ものを、これがあだとせられた。

      エルサレムは彼かれらの中なかにあって、

      汚けがれた物もののようになった。

      18「主しゅは正ただしい、

      わたしは、み言葉ことばにそむいた。

      すべての民たみよ、聞きけ、

      わが苦くるしみを顧かえりみよ。

      わがおとめらも、わが若人わこうどらも捕とらわれて行いった。

      19わたしはわが愛あいする者ものを呼よんだが、

      彼かれらはわたしを欺あざむいた。

      わが祭司さいしおよび長老ちょうろうたちは、その命いのちをささえようと、

      食物しょくもつを求もとめている間あいだに、町まちのうちで息いき絶たえた。

      20主しゅよ、顧かえりみてください、

      わたしは悩なやみ、わがはらわたはわきかえり、

      わが心臓しんぞうはわたしの内うちに転倒てんとうしています。

      わたしは、はなはだしくそむいたからです。

      外そとにはつるぎがあって、わが子こを奪うばい、

      家いえの内うちには死しのようなものがある。

      21わたしがどんなに嘆なげくかを聞きいてください。

      わたしを慰なぐさめる者ものはひとりもなく、

      敵てきはみなわたしの悩なやみを聞きいて、

      あなたがこれをなされたのを喜よろこんだ。

      あなたがさきに告つげ知しらせたその日ひをきたらせ、

      彼かれらをも、わたしのようにしてください。

      22彼かれらの悪あくをことごとくあなたの前まえにあらわし、

      さきにわがもろもろのとがのために、

      わたしに行おこなわれたように、彼かれらにも行おこなってください。

      わが嘆なげきは多おおく、

      わが心こころは弱よわりはてているからです」。

    

  


  


  
    第二章


    
      1ああ、主しゅは怒いかりを起おこし、

      黒雲くろくもをもってシオンの娘むすめをおおわれた。

      主しゅはイスラエルの栄光えいこうを天てんから地ちに投なげ落おとし、

      その怒いかりの日ひに、

      おのれの足あし台だいを心こころにとめられなかった。

      2主しゅはヤコブのすべてのすまいを

      滅ほろぼして、あわれまず、

      その怒いかりによって、ユダの娘むすめのとりでをこわし、

      これを地ちに倒たおして、

      その国くにとそのつかさたちをはずかしめられた。

      3主しゅは激はげしい怒いかりをもって、

      イスラエルのすべての力ちからを断たち、

      敵てきの前まえで、おのれの右みぎの手てを引ひきもどし、

      周囲しゅういを焼やきつくす燃もえる火ひのように、

      ヤコブを焼やかれた。

      4主しゅは敵てきのように弓ゆみを張はり、

      あだのように右みぎの手てを伸のべて立たち、

      シオンの娘むすめの天幕てんまくにおるわれわれの目めに誇ほこる者ものを、

      ことごとく殺ころし、

      火ひのようにその怒いかりを注そそがれた。

      5主しゅは敵てきのようになって、イスラエルを滅ほろぼし、

      そのすべての宮殿きゅうでんを滅ほろぼし、そのとりでをこわし、

      ユダの娘むすめの上うえに憂うれいと悲かなしみとを増まし加くわえられた。

      6主しゅは園そのの小屋こやのようにおのれの幕屋まくやを倒たおし、

      その祭まつりの場所ばしょをこわされた。

      主しゅは祭まつりと安息日あんそくにちとをシオンに忘わすれさせ、

      激はげしい怒いかりによって、王おうと祭司さいしとを捨すてられた。

      7主しゅはその祭壇さいだんを忌いみ、その聖所せいじょをきらって、

      もろもろの宮殿きゅうでんの石いしがきを敵てきの手てに渡わたされた。

      彼かれらは祭まつりの日ひのように、主しゅの宮みやで声こえをあげた。

      8主しゅはシオンの娘むすめの城壁じょうへきを破壊はかいしようと

      思おもい定さだめて、なわを張はり、

      打うちこわして、その手てをひかず、

      城壁じょうへきと石いしがきとを悲かなしませられた。

      これらは共ともに衰おとろえる。

      9その門もんは地ちにうずもれ、

      主しゅはその貫かんの木きをこわし砕くだかれた。

      その王おうと君きみたちはもろもろの国民くにたみの中なかにおり、

      もはや律法りっぽうはなく、

      またその預言者よげんしゃは主しゅから幻まぼろしを得えない。

      10シオンの娘むすめの長老ちょうろうたちは地ちに座ざして黙もくし、

      頭あたまにちりをかぶり、身みに荒布あらぬのをまとった。

      エルサレムのおとめたちはこうべを地ちにたれた。

      11わが目めは涙なみだのためにつぶれ、

      わがはらわたはわきかえり、

      わが肝きもはわが民たみの娘むすめの滅ほろびのために、

      地ちに注そそぎ出だされる。

      幼おさな子こや乳ちのみ子ごが町まちのちまたに

      息いきも絶たえようとしているからである。

      12彼かれらが、傷きずついた者もののように町まちのちまたで

      息いきも絶たえようとするとき、

      その母ははのふところにその命いのちを注そそぎ出だそうとするとき、

      母ははにむかって、「パンとぶどう酒しゅとは

      どこにありますか」と叫さけぶ。

      13エルサレムの娘むすめよ、わたしは何なにをあなたに言いい、

      何なににあなたを比くらべることができようか。

      シオンの娘むすめなるおとめよ、

      わたしは何なにをもってあなたになぞらえて、

      あなたを慰なぐさめることができようか。

      あなたの破やぶれは海うみのように大おおきい、

      だれがあなたをいやすことができようか。

      14あなたの預言者よげんしゃたちはあなたのために

      人ひとを欺あざむく偽いつわりの幻まぼろしを見みた。

      彼かれらはあなたの不義ふぎをあらわして

      捕とらわれを免まぬかれさせようとはせず、

      あなたのために人ひとを迷まよわす偽いつわりの託宣たくせんを見みた。

      15すべて道行みちゆく人ひとは、あなたにむかって手てを打うち、

      エルサレムの娘むすめにむかって、あざ笑わらい、

      かつ頭あたまを振ふって言いう、

      「麗うるわしさのきわみ、全ぜん地ちの喜よろこびと

      となえられた町まちはこれなのか」と。

      16あなたのもろもろの敵てきは、あなたをののしり、

      あざ笑わらい、歯はがみして言いう、

      「われわれはこれを滅ほろぼした、

      ああ、これはわれわれが望のぞんだ日ひだ、

      今いまわれわれはこれにあい、これを見みた」と。

      17主しゅはその計画けいかくされたことを行おこない、

      警告けいこくされたことをなし遂とげ、

      いにしえから命めいじておかれたように、

      滅ほろぼして、あわれむことをせず、

      あなたについて敵てきを喜よろこばせ、

      あなたのあだの力ちからを高たかめられた。

      18シオンの娘むすめよ、声こえ高たからかに主しゅに呼よばわれ、

      夜よるも昼ひるも川かわのように涙なみだを流ながせ。

      みずから安やすんじることをせず、

      あなたのひとみを休やすませるな。

      19夜よる、初更しょこうに起おきて叫さけべ。

      主しゅの前まえにあなたの心こころを水みずのように注そそぎ出だせ。

      町まちのかどで、飢うえて

      息いきも絶たえようとする幼おさな子この命いのちのために、

      主しゅにむかって両手りょうてをあげよ。

      20主しゅよ、みそなわして、顧かえりみてください。

      あなたはだれにむかって

      このように行おこなわれたのですか。

      女おんなは自分じぶんの産うんだ子こ、

      その大事だいじに育そだてた幼おさな子ごを食たべるでしょうか。

      祭司さいしと預言者よげんしゃが主しゅの聖所せいじょで殺ころされていいでしょうか。

      21老おいも若わかきも、ちまたのちりに伏ふし、

      わがおとめも、若人わこうども、

      つるぎで倒たおされてしまった。

      あなたは、その怒いかりの日ひにこれを殺ころし、

      これをほふって、あわれむことをされなかった。

      22あなたは、わたしの恐おそれるものを、

      祭まつりの日ひのように四方しほうから呼よび集あつめられた。

      主しゅの怒いかりの日ひには、

      のがれた者ものも残のこった者ものもなかった。

      わたしが、いだき育そだてた者ものを

      わたしの敵てきは滅ほろぼし尽つくした。

    

  


  


  
    第三章


    
      1わたしは彼かれの怒いかりのむちによって、

      悩なやみにあった人ひとである。

      2彼かれはわたしをかり立たてて、光ひかりのない暗くらい中なかを歩あるかせ、

      3まことにその手てをしばしばかえて、

      ひねもすわたしを攻せめられた。

      4彼かれはわが肉にくと皮かわを衰おとろえさせ、わが骨ほねを砕くだき、

      5苦くるしみと悩なやみをもって、

      わたしを囲かこみ、わたしを閉とじこめ、

      6遠とおい昔むかしに死しんだ者もののように、

      暗くらい所ところに住すまわせられた。

      7彼かれはわたしのまわりに、かきをめぐらして、

      出でることのできないようにし、

      重おもい鎖くさりでわたしをつながれた。

      8わたしは叫さけんで助たすけを求もとめたが、

      彼かれはわたしの祈いのりをしりぞけ、

      9切きり石いしをもって、わたしの行いく道みちをふさぎ、

      わたしの道筋みちすじを曲まげられた。

      10彼かれはわたしに対たいして待まち伏ぶせするくまのように、

      潜ひそみ隠かくれるししのように、

      11わが道みちを離はなれさせ、わたしを引ひき裂さいて、

      見みるかげもないみじめな者ものとし、

      12その弓ゆみを張はって、

      わたしを矢やの的まとのようにされた。

      13彼かれはその箙えびらの矢やを

      わたしの心臓しんぞうに打うち込こまれた。

      14わたしはすべての民たみの物笑ものわらいとなり、

      ひねもす彼かれらの歌うたとなった。

      15彼かれはわたしを苦にがい物もので飽あかせ、

      にがよもぎをわたしに飲のませられた。

      16彼かれは小石こいしをもって、わたしの歯はを砕くだき、

      灰はいの中なかにわたしをころがされた。

      17わが魂たましいは平和へいわを失うしない、

      わたしは幸福こうふくを忘わすれた。

      18そこでわたしは言いった、「わが栄さかえはうせ去さり、

      わたしが主しゅに望のぞむところのものもうせ去さった」と。

      19どうか、わが悩なやみと苦くるしみ、

      にがよもぎと胆汁たんじゅうとを心こころに留とめてください。

      20わが魂たましいは絶たえずこれを思おもって、

      わがうちにうなだれる。

      21しかし、わたしはこの事ことを心こころに思おもい起おこす。

      それゆえ、わたしは望のぞみをいだく。

      22主しゅのいつくしみは絶たえることがなく、

      そのあわれみは尽つきることがない。

      23これは朝あさごとに新あたらしく、

      あなたの真実しんじつは大おおきい。

      24わが魂たましいは言いう、「主しゅはわたしの受うくべき分ぶんである、

      それゆえ、わたしは彼かれを待まち望のぞむ」と。

      25主しゅはおのれを待まち望のぞむ者ものと、

      おのれを尋たずね求もとめる者ものにむかって恵めぐみふかい。

      26主しゅの救すくいを静しずかに待まち望のぞむことは、良よいことである。

      27人ひとが若わかい時ときにくびきを負おうことは、良よいことである。

      28主しゅがこれを負おわせられるとき、

      ひとりすわって黙もくしているがよい。

      29口くちをちりにつけよ、

      あるいはなお望のぞみがあるであろう。

      30おのれを撃うつ者ものにほおを向むけ、

      満みち足たりるまでに、はずかしめを受うけよ。

      31主しゅはとこしえにこのような人ひとを

      捨すてられないからである。

      32彼かれは悩なやみを与あたえられるが、

      そのいつくしみが豊ゆたかなので、

      またあわれみをたれられる。

      33彼かれは心こころから人ひとの子こを

      苦くるしめ悩なやますことをされないからである。

      34地ちのすべての捕とらわれ人びとを足あしの下したに踏ふみにじり、

      35いと高たかき者ものの前まえに人ひとの公義こうぎをまげ、

      36人ひとの訴うったえをくつがえすことは、

      主しゅのよみせられないことである。

      37主しゅが命めいじられたのでなければ、

      だれが命めいじて、その事ことの成なったことがあるか。

      38災わざわいもさいわいも、

      いと高たかき者ものの口くちから出でるではないか。

      39生いける人ひとはどうしてつぶやかねばならないのか、

      人ひとは自分じぶんの罪つみの罰ばっせられるのを、

      つぶやくことができようか。

      40われわれは、自分じぶんの行おこないを調しらべ、

      かつ省かえりみて、主しゅに帰かえろう。

      41われわれは天てんにいます神かみにむかって、

      手てと共ともに心こころをもあげよう。

      42「わたしたちは罪つみを犯おかし、そむきました、

      あなたはおゆるしになりませんでした。

      43あなたは怒いかりをもってご自分じぶんをおおい、

      わたしたちを追おい攻せめ、殺ころして、あわれまず、

      44また雲くもをもってご自分じぶんをおおい、

      祈いのりを通つうじないようにし、

      45もろもろの民たみの中なかに、

      わたしたちをちりあくたとなさいました。

      46敵てきはみなわたしたちをののしり、

      47恐おそれと落おとし穴あなと、荒廃こうはいと滅亡めつぼうとが、

      わたしたちに臨のぞみました。

      48わが民たみの娘むすめの滅ほろびによって、

      わたしの目めには涙なみだの川かわが流ながれています。

      49わが目めは絶たえず涙なみだを注そそぎ出だして、やむことなく、

      50主しゅが天てんから見みおろして、

      顧かえりみられる時ときにまで及およぶでしょう。

      51わが目めはわが町まちのすべての娘むすめの最期さいごのゆえに、

      わたしを痛いたませます。

      52ゆえなくわたしに敵てきする者ものどもによって、

      わたしは鳥とりのように追おわれました。

      53彼かれらは生いきているわたしを穴あなの中なかに投なげ入いれ、

      わたしの上うえに石いしを投なげつけました。

      54水みずはわたしの頭あたまの上うえにあふれ、

      わたしは『断たち滅ほろぼされた』と言いいました。

      55主しゅよ、わたしは深ふかい穴あなからみ名なを呼よびました。

      56あなたはわが声こえを聞きかれました、

      『わが嘆なげきと叫さけびに耳みみをふさがないでください』。

      57わたしがあなたに呼よばわったとき、

      あなたは近寄ちかよって、『恐おそれるな』と言いわれました。

      58主しゅよ、あなたはわが訴うったえを取とりあげて、

      わたしの命いのちをあがなわれました。

      59主しゅよ、あなたはわたしがこうむった不義ふぎを

      ごらんになりました。

      わたしの訴うったえをおさばきください。

      60あなたはわたしに対たいする彼かれらの報復ほうふくと、

      陰謀いんぼうとを、ことごとくごらんになりました。

      61主しゅよ、あなたはわたしに対たいする彼かれらのそしりと、

      陰謀いんぼうとを、ことごとく聞きかれました。

      62立たってわたしに逆さからう者ものどものくちびると、

      その思おもいは、ひねもすわたしを攻せめています。

      63どうか、彼かれらのすわるをも、立たつをも、

      みそなわしてください。

      わたしは彼かれらの歌うたとなっています。

      64主しゅよ、彼かれらの手てのわざにしたがって、彼かれらに報むくい、

      65彼かれらの心こころをかたくなにし、

      あなたののろいを彼かれらに注そそいでください。

      66主しゅよ、怒いかりをもって彼かれらを追おい、

      天あめが下したから彼かれらを滅ほろぼしてください」。

    

  


  


  
    第四章


    
      1ああ、黄金おうごんは光ひかりを失うしない、

      純金じゅんきんは色いろを変へんじ、

      聖所せいじょの石いしは

      すべてのちまたのかどに投なげ捨すてられた。

      2ああ、精せい金きんにも比ひすべきシオンのいとし子ごらは、

      陶器とうき師しの手てのわざである土つちの器うつわのようにみなされる。

      3山犬やまいぬさえも乳ちぶさをたれて、その子こに乳ちちを飲のませる。

      ところが、わが民たみの娘むすめは、

      荒野あらののだちょうのように無慈悲むじひになった。

      4乳ちのみ子ごの舌したはかわいて、上うえあごに、ひたとつき、

      幼おさな子ごらはパンを求もとめても、これに与あたえる者ものがない。

      5うまい物ものを食たべていた者ものは、

      落おちぶれて、ちまたにおり、

      紫むらさきの着物きもので育そだてられた者ものも、

      今いまは灰はいだまりの上うえに伏ふしている。

      6わが民たみの娘むすめのうけた懲こらしめは、

      ソドムの罰ばつよりも大おおきかった。

      ソドムは昔むかし、人ひとの手てによらないで、

      またたくまに滅ほろぼされたのだ。

      7わが民たみの君きみたちは雪ゆきよりも清きよらかに、

      乳ちちよりも白しろく、

      そのからだは、さんごよりも赤あかく、

      その姿すがたの美うつくしさはサファイヤのようであった。

      8今いまはその顔かおはすすよりも黒くろく、

      町まちの中なかにいても人ひとに知しられず、

      その皮膚ひふは縮ちぢんで骨ほねにつき、

      かわいて枯かれ木きのようになった。

      9つるぎで殺ころされる者ものは、

      飢うえて死しぬ者ものよりもさいわいである。

      彼かれらは田畑たはたの産物さんぶつの欠乏けつぼうによって、

      刺さされた者もののように衰おとろえ行いくからである。

      10わが民たみの娘むすめの滅ほろびる時ときには

      情深なさけぶかい女おんなたちさえも、

      手てずから自分じぶんの子こどもを煮にて、それを食物しょくもつとした。

      11主しゅはその憤いきどおりをことごとく漏もらし、

      激はげしい怒いかりをそそぎ、

      シオンに火ひを燃もやして、

      その礎いしずえまでも焼やき払はらわれた。

      12地ちの王おうたちも、世よの民たみらもみな、

      エルサレムの門もんに、あだや敵てきが、

      討うち入はいろうとは信しんじなかった。

      13これはその預言者よげんしゃたちの罪つみのため、

      その祭司さいしたちの不義ふぎのためであった。

      彼かれらは義人ぎじんの血ちをその町まちの中なかに流ながした者ものである。

      14彼かれらは盲人もうじんのように、ちまたにさまよい、

      血ちで汚けがれている。

      だれもその衣ころもにさわることができない。

      15人々ひとびとは彼かれらにむかって、「去されよ、けがらわしい」、

      「去されよ、去されよ、さわるな」と叫さけんだので、

      彼かれらは逃にげ去さって放浪者ほうろうしゃとなったが、

      異邦人いほうじんの中なかでも人々ひとびとは「もうわれわれのうちに

      宿やどってはならない」と言いった。

      16主しゅはみずから彼かれらを散ちらして、

      再ふたたび彼かれらを顧かえりみず、

      祭司さいしを尊たっとばず、

      長老ちょうろうをいたわられなかった。

      17われわれの目めは、むなしく助たすけを待まち望のぞんで

      疲つかれ衰おとろえた。

      われわれは待まち望のぞんだが、

      救すくいを与あたえ得えない国くにびとを待まち望のぞんだ。

      18人々ひとびとがわれわれの歩あゆみをうかがうので、

      われわれは自分じぶんの町まちの中なかをも、

      歩あるくことができなかった。

      われわれの終おわりは近ちかづいた、日ひは尽つきた。

      われわれの終おわりが来きたからである。

      19われわれを追おう者ものは空そらのはげたかよりも速はやく、

      彼かれらは山やまでわれわれを追おい立たて、

      野のでわれわれを待まち伏ぶせる。

      20われわれが鼻はなの息いきとたのんだ者もの、

      主しゅに油あぶらそそがれた者ものは、彼かれらの落おとし穴あなで捕とらえられた。

      彼かれはわれわれが「異邦人いほうじんの中なかでも

      その陰かげに生いきるであろう」と思おもった者ものである。

      21ウズの地ちに住すむエドムの娘むすめよ、

      喜よろこび楽たのしめ、

      あなたにもまた杯さかずきがめぐって行いく、

      あなたも酔よって裸はだかになる。

      22シオンの娘むすめよ、あなたの不義ふぎの罰ばつは終おわった。

      主しゅは重かさねてあなたを捕とらえ移うつされない。

      エドムの娘むすめよ、主しゅはあなたの不義ふぎを罰ばっし、

      あなたの罪つみをあらわされる。

    

  


  


  
    第五章


    
      1主しゅよ、われわれに臨のぞんだ事ことを

      覚おぼえてください。

      われわれのはずかしめを顧かえりみてください。

      2われわれの嗣し業ぎょうは他国たこくの人ひとに移うつり、

      家いえは異邦人いほうじんのものとなった。

      3われわれはみなしごとなって父ちちはなく、

      母はははやもめにひとしい。

      4われわれは金かねを出だして水みずを飲のみ、

      価あたいを払はらって、たきぎを獲えなければならない。

      5われわれは首くびにくびきをかけられて追おい使つかわれ、

      疲つかれても休やすむことができない。

      6われわれは足たりるだけの食物しょくもつを獲えるために、

      エジプトおよびアッスリヤに手てをさし伸のべた。

      7われわれの先祖せんぞは罪つみを犯おかして、すでに世よになく、

      われわれはその不義ふぎの責せめを負おっている。

      8奴隷どれいであった者ものがわれわれを治おさめるが、

      われわれをその手てから救すくい出だす者ものがない。

      9われわれは荒野あらののつるぎのゆえに、

      おのが命いのちをかけて食物しょくもつを獲える。

      10われわれの皮膚ひふは飢餓きがの激はげしい熱ねつのために、

      炉ろのように熱あつい。

      11女おんなたちはシオンで犯おかされ、

      おとめたちはユダの町々まちまちで汚けがされた。

      12君きみたる者ものも彼かれらの手てでつるされ、

      長老ちょうろうたちも尊たっとばれず、

      13若者わかものたちは、ひきうすをになわせられ、

      わらべたちは、たきぎを負おって、よろめき、

      14長老ちょうろうたちは門もんに集あつまることをやめ、

      若者わかものたちはその音楽おんがくを廃はいした。

      15われわれの心こころの喜よろこびはやみ、

      踊おどりは悲かなしみに変かわり、

      16われわれの冠かんむりはこうべから落おちた。

      わざわいなるかな、われわれは罪つみを犯おかしたからである。

      17このために、われわれの心こころは衰おとろえ、

      これらの事ことのために、われわれの目めはくらくなった。

      18シオンの山やまは荒あれはて、

      山犬やまいぬがその上うえを歩あるいているからである。

      19しかし主しゅよ、あなたはとこしえに統すべ治おさめられる。

      あなたの、み位くらいは世々よよ絶たえることがない。

      20なぜ、あなたはわれわれをながく忘わすれ、

      われわれを久ひさしく捨すておかれるのですか。

      21主しゅよ、あなたに帰かえらせてください、

      われわれは帰かえります。

      われわれの日ひを新あらたにして、

      いにしえの日ひのようにしてください。

      22あなたは全まったくわれわれを捨すてられたのですか、

      はなはだしく怒いかっていられるのですか。
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